
 

※令和４年度以降入学生用 

学校番号 T2101 

令和５年度 芸能文化科 

 

教科 芸能文化 科目 （学）芸能入門 単位数 申請 年次 １～４年次 

使用教科書  

副教材等 自主教材 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

① 技の教育力を重視し、人材バンクを活用した、プロの箏曲家を特別非常勤講師として招聘。でき

る限り生徒が実演可能な教材も導入し、自ら行うことも念頭に置いて授業を展開していきます。 

② 実技の教育力を重視し、人材バンクを活用した、プロの落語家を特別非常勤講師として招聘。単

なる「鑑賞」に終わるのではなく、地理歴史的学習が十分できるような工夫を行うように授業を

展開していきます。 

 

２ 学習の到達目標 

①琴・三味線・尺八の合奏（三曲）を通じて、邦楽に親しむ。また和楽器に使用される数々のテクニ

ックを活用した自己表現を体得する。 

②大阪に根強く継承される演芸、上方落語を鑑賞し、日本の演芸・芸能独特の表現方法を理解する。 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

・上方の歴史・地理およ

び文化を学ぶとともに、

上方落語の体感を通し

て、大阪という町が培っ

てきた人間関係を理解し

ている。 

・邦楽器の基礎的な演奏

技術を身につけている。 

・本物の古典芸能を体感するとと

もに、それらが上方の文化形成に

与えた影響について想像力を働か

せ、自らの表現力につなげること

ができている。 

・落語や漫才を通じて学んだ言葉

の大切さや会話の重要性を活かし

て、自らの表現に取り入れること

ができている。 

・自らの生まれた地域に誇り

を持ち、上方芸能の学習を通

じて自尊感情を高めることが

できている。 

・邦楽器の演奏を通じて達成

感を持ち、自尊感情を高めて

いくことができている。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習

内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

４ 学習の活動 

月 単元名 学習内容 単元（題材）の評価規準 
評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

後期のみ開講（前期は開講しない） 

１０
月 

話芸・落語の

源流 

三曲合奏「三

段の調べ」 

落語の歴史 日本

近世史における芸

能史について学

ぶ。 

 

三味線・琴・尺八

a:落語を歴史の中に位置づ

けて理解できている。 

a:自分の希望した楽器の演

奏方法が理解できている。 

b:日本近世史における芸能

鑑賞ﾉｰﾄ 

実技試験 

観察 

鑑賞ﾉｰﾄ 

実技試験 

観察 

鑑賞ﾉｰﾄ 

実技試験 

観察 
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を一通り体験さ

せ、自分の希望す

る楽器を選ばせ

る。 

史における落語の役割につ

いて考えることができる。 

c:日本近世史における芸能

史の理解に意欲的に取り組

んでいる。 

c:楽器の演奏能力向上に意

欲的に取り組んでいる。 

１１
月 

大阪人と笑

い 

大阪商人 

三曲合奏「三

段の調べ」 

 

笑いの構造とその

類型～大阪におけ

る笑いの真相。 

 

近世大坂の商業組

織と人々「お店」

に生きる人。          

 

楽器の基礎的な技

術を身につけ、最

終的には1曲が演奏

できるようにす

る。 

a:庶民生活の中に深く根付

いた文化について理解でき

ている。 

b:友人と合奏に取り組むた

めに必要な工夫について考

えることができる。 

c:笑いと大阪の関係の理解

に意欲的に取り組んでいる。 

c:楽器の演奏能力向上に意

欲的に取り組んでいる。 

鑑賞ﾉｰﾄ 

実技試験 

観察 

鑑賞ﾉｰﾄ 

実技試験 

観察 

鑑賞ﾉｰﾄ 

実技試験 

観察 

中間考査 

１２
月 

蝦蟇の油と

大道芸人 

三曲合奏「花

かげ変奏曲」

「東の旅」 

 

近世における旅行

の娯楽性と、落語

の口裁き  

合奏曲の実習。 

楽器別練習 

邦楽器を使用した

演奏を聴く 

琴により、和音階

を理解する。 

a:旅行の娯楽性と落語の関

連、落語の口裁きについて

理解している。 

a:琴の基本的な奏法と和音

階を理解している。 

b:琴の特性と和音階の親和

性について考えることがで

きる。 

c: 旅行の娯楽性と落語の関

連と落語の口裁きの理解に

意欲的に取り組んでいる。 

c:楽器の演奏能力向上に意

欲的に取り組んでいる。 

鑑賞ﾉｰﾄ 

実技試験 

観察 

鑑賞ﾉｰﾄ 

実技試験 

観察 

鑑賞ﾉｰﾄ 

実技試験 

観察 

八百八橋と

天神祭 

室町の笑い

「狂言」 

狂言「柿山

伏」 

 

大坂の祭りと水都

大坂 
a:大阪の祭りの歴史につい

て理解している。 

b:水都大阪と呼ばれるよう

になった経緯や所以につい

て考えることができる。 

c:大阪の祭りの歴史の理解

に意欲的に取り組んでいる。 

c:楽器の演奏能力向上に意

欲的に取り組んでいる。 

鑑賞ﾉｰﾄ 

実技試験 

観察 

鑑賞ﾉｰﾄ 

実技試験 

観察 

鑑賞ﾉｰﾄ 

実技試験 

観察 
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１
月 

笑いと人権 

江戸落語「時

そば」 

上方落語「時

うどん」 

 

能・狂言の歴史 

足利義満と能楽の

関係 

a:能や狂言の歴史について

理解している。 

b:室町期に能が出現した時

代背景や必然性について考

えることができる。 

c:能や狂言の歴史の理解に

意欲的に取り組んでいる。 

鑑賞ﾉｰﾄ 

実技試験 

観察 

鑑賞ﾉｰﾄ 

実技試験 

観察 

鑑賞ﾉｰﾄ 

実技試験 

観察 

２
月 

各楽器別課

題練習 

琴・尺八「春

の海」 

三味線「野

崎」 

上方落語における

人権感覚を学ぶ 

a:上方落語における人権意

識について理解している。 

b:何人が来ても笑える配慮

がなされていることについ

て、自分なりの考察を加え考

えることができる。 

c:上方落語における人権感

覚の理解に意欲的に取り組

んでいる。 

鑑賞ﾉｰﾄ 

実技試験 

観察 

鑑賞ﾉｰﾄ 

実技試験 

観察 

鑑賞ﾉｰﾄ 

実技試験 

観察 

期末考査 

 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度         

 

 


